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一
丸
と
な
っ
て
倫
理
経
営
の

普
及
・
教
育
に
尽
力
し
ま
し

た
。
倫
理
経
営
講
演
会
は
「
大

転
換
の
時
代
―
つ
ね
に
活
路

あ
り
―
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

６
８
６
カ
所
で
開
催
。
倫
理
経

営
の
学
習
・
実
践
・
普
及
の

活
動
拠
点
で
あ
る
倫
理
法
人
会

数
は
７
０
６
カ
所
、
期
末
時
の

会
員
企
業
数
は
７
万
１
２
６
８

社
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
「
倫

理
１
７
０
０
０
」
ラ
イ
セ
ン
ス

は
、
13
社
が
新
規
認
定
を
受
け

１
８
３
社
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
部
門
の
富
士
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
受
講
生
一
人
ひ
と

り
の
心
に
純
粋
倫
理
を
強
く
働

き
か
け
、
各
人
が
属
す
る
共
同

体
を
よ
り
豊
か
に
す
る
、
家
庭

倫
理
、
企
業
倫
理
、
青
少
年
育

成
の
各
種
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
ほ
か
、
海
外
か
ら
の
受

講
生
の
増
加
に
対
応
し
、
各
国

の
実
情
に
応
じ
た
融
通
性
の
高

い
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
な

お
当
年
度
は
、
施
設
改
修
３

カ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た

り
、
敷
地
内
営
繕
改
修
お
よ
び

新
設
工
事
を
実
施
し
た
ほ
か
、

印
野
財
産
区
よ
り
新
た
な
土
地

の
提
供
を
受
け
る
な
ど
、
受
講

環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

出
版
部
門
で
は
、
月
刊
誌

『
新
世
』
の
「
新
世
言
」
か
ら

33
篇
を
抜
粋
し
た
『
と
も
に
生

き
る
』、
幼
児
か
ら
小
中
学
生

の
子
を
持
つ
親
か
ら
の
相
談
に

回
答
す
る
『
親
が
変
わ
る　

子

供
も
変
わ
る
』
な
ど
、
純
粋
倫

理
を
根
底
と
し
た
新
刊
本
を
刊

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
刊

行
物
も
計
画
通
り
発
行
で
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
前
年
度
の

新
装
丁
版
（
中
判
）
に
引
き
続

き
、
新
た
に
５
色
の
新
装
丁
版

『
万
人
幸
福
の
栞
（
小
判
）』
を

刊
行
し
ま
し
た
。

広
報
活
動
で
は
、「
第
21
回

地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」
を

都
内
ホ
テ
ル
に
て
５
１
２
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し

た
。「
東
日
本
大
震
災
教
育
支

援
基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）」

の
奨
学
サ
ポ
ー
ト
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て
認

定
し
た
四
期
総
勢
48
名
の
う
ち

22
名
の
給
付
が
満
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
倫
理
運
動
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
べ
く
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
も
完
全
対
応
し
た
新
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

国
際
部
門
で
は
、
ク
ブ
チ
沙

漠
に
第
67
次
沙
漠
緑
化
青
年
隊

を
、「
地
球
倫
理
の
森
ウ
ラ
ン

ブ
ハ
」
に
第
68
次
、
69
次
隊

を
派
遣
し
、
植
林
数
は
総
計

43
万
46
本
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
留
学
生
７

名
、
中
国
・
内
蒙
古
大
学
学
生

57
名
に
「
丸
山
奨
学
金
」
を
支

給
。
北
京
で
は
「
日
中
倫
理
交

流
30
周
年
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

海
外
普
及
も
躍
進
し
、
米
国

で
は
前
年
度
の
「
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
倫
理
法
人
会
」
に
続
き

「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
倫
理

法
人
会
」
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人
会
」

が
相
次
い
で
誕
生
す
る
な
ど
、

国
際
普
及
の
拠
点
が
ア
ジ
ア
か

ら
北
米
、
南
米
へ
と
拡
充
し
ま

し
た
。

本
年
次
報
告
で
は
、
平
成
30

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
写
真

や
図
表
を
多
用
し
て
包
括
的
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
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倫
理
運
動
創
始
72
周
年
を
迎

え
た
平
成
30
年
度
も
、
引
き
続

き
「
地
球
倫
理
の
推
進
」「
日

本
創
生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
３
年
目
と
な
る
基
本
方
針

「
さ
ら
な
る
〝
新
〟
に
挑
む
」

の
も
と
、
計
画
通
り
に
諸
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

研
究
部
門
で
は
、
対
外
的
に

「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
称
し
て
３
年
目
と
な
り
、
倫

理
文
化
学
の
構
築
を
主
軸
に
純

粋
倫
理
と
日
本
文
化
の
本
質
に

迫
る
研
究
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
教
育
を
推
進
す
る

外
部
団
体
と
の
交
流
も
深
め
ま

し
た
。
研
究
成
果
は
倫
理
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
定
期
刊
行
物
で

発
表
す
る
と
と
も
に
、
国
内
・

海
外
で
の
国
際
会
議
、
研
究
学

会
な
ど
で
積
極
的
に
発
信
し
ま

し
た
。

普
及
部
門
の
生
涯
局
で
は
、

「
と
も
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
家
庭
倫
理
講
演
会
を
全
国

１
８
９
カ
所
で
開
催
す
る
一

方
、「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
を

全
国
で
１
６
６
８
回
、「
青
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
全
国
で
４
カ

所
、「
シ
ニ
ア
弁
論
大
会
」
を

全
国
で
18
回
開
催
し
ま
し
た
。

青
少
年
・
子
育
て
世
代
・
シ
ニ

ア
世
代
、
そ
し
て
公
教
育
・
民

間
教
育
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
き

め
細
か
い
教
育
活
動
を
行
な

い
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地

域
の
教
育
力
向
上
に
努
め
ま
し

た
。文

化
活
動
は
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
地
域
密
着
型
の
活
動
を

展
開
。
ま
た
「
第
13
回
し
き
な

み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
」
を
約
７
０
０
名
の
参
加

者
を
得
て
都
内
で
開
催
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
伝
統
文
化
の
継

承
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち
の

国
語
力
や
感
受
性
な
ど
の
向
上

に
も
貢
献
す
る
公
益
事
業
と
し

て
、
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
教

育
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

普
及
部
門
の
法
人
局
で
は
、

組
織
基
盤
の
強
化
を
図
り
つ

つ
、
大
目
標
で
あ
る
倫
理
法
人

会
会
員
数
10
万
社
へ
の
足
固
め

と
し
て
、
揺
る
ぎ
な
い
７
万
社

体
制
の
構
築
に
努
め
、
会
員

柔
軟
か
つ
堅
固
な
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
―

―
さ
ら
な
る
〝
新
〟
に
挑
ん
だ
平
成
30
年
度
。
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沙
漠
緑
化
事
業
の

推
進

平
成
30
年
４
月
29
日
か
ら
５
月

５
日
に
か
け
て
、
第
67
次
沙
漠
緑

化
青
年
隊
を
中
国
内
蒙
古
自
治
区

恩
格
貝
ク
ブ
チ
沙
漠
へ
派
遣
し
ま

し
た
。
日
本
隊
は
青
年
会
員
35
名

に
倫
理
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
７
名

が
同
行
。
中
国
隊
は
内
蒙
古
大
学

な
ど
六
つ
の
大
学
か
ら
日
本
語
を

専
攻
す
る
学
生
と
教
師
、
教
育
機

関
・
天
真
園
の
生
徒
な
ど
計
68
名
。

総
勢
１
１
０
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

は
じ
め
に
隊
員
た
ち
は
、
講
義

を
通
し
て
「
地
球
倫
理
」
と
そ
の

推
進
の
意
義
に
つ
い
て
学
び
、
恩

格
貝
の
沙
漠
開
発
の
功
労
者
で
鳥

取
大
学
名
誉
教
授
の
故
・
遠
山
正

瑛
氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
像
を
鑑

賞
し
て
、
植
林
活
動
や
日
中
交
流

の
意
義
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
日
中
の
青
年
が
協
同
で
植

林
・
育
林
活
動
を
行
な
い
、
合
計

１
３
０
０
本
を
植
林
し
ま
し
た
。

翌
日
は
通
算
11
回
目
と
な
る

「
日
中
青
年
沙
漠
交
流
会
」
を
開

催
。
日
中
混
合
の
10
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
「
私
の
家
族
」
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
を
各

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
発
表
し
ま

し
た
。
発
表
会
の
最
後
に
は
、
恩

格
貝
管
理
委
員
会
の
弰

ち
ょ
う

宇う

華か

主
任

か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
植
林
と
日

中
青
年
交
流
に
尽
力
し
た
倫
理
研

究
所
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

地
球
倫
理
の
推
進

沙漠緑化活動を通した、
地球倫理の実践および日中友好交流を 　  

続けています。　

01

平成30年度

活動トピックス
社会教育団体として、

さまざまな生涯学習活動を
展開しました。

【
参
加
し
た
青
年
の
声
】

「
強
風
の
中
、
日
本
人
も
中
国
人

も
顔
ま
で
砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
木
を

植
え
ま
し
た
。
目
の
痛
み
に
耐
え
な

が
ら
作
業
し
て
い
る
う
ち
に
、『
国

籍
に
関
係
な
く
、
同
じ
地
球
に
住
ん

で
い
る
人
間
と
し
て
、
環
境
問
題
や

沙
漠
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
当
た
り

前
な
の
だ
』
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
20
歳
女
性
）

「
植
林
で
は
１
メ
ー
ト
ル
も
穴
を

掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
強
風
だ
っ

た
り
、
掘
っ
た
穴
に
砂
が
こ
ぼ
れ
て

き
た
り
と
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

で
も
、
い
ざ
木
を
植
え
て
み
る
と
、

ほ
ん
の
少
し
で
も
い
い
か
ら
沙
漠
の

緑
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り

働
い
て
か
ら
食
べ
る
ご
飯
は
美
味
し

く
、
大
学
生
活
で
だ
ら
だ
ら
と
過
ご

し
て
い
た
日
々
が
も
っ
た
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
」（
22
歳
男
性
）

ま
た
、「
地
球
倫
理
の
森	
ウ
ラ

ン
ブ
ハ
」
に
第
７
次
隊
35
名
、
第

８
次
隊
39
名
（
通
算
68
、
69
次

隊
）
を
そ
れ
ぞ
れ
６
月
３
日
か
ら

９
日
、
７
月
８
日
か
ら
14
日
に
か

け
て
派
遣
。
１
９
９
９
年
の
事
業

開
始
か
ら
の
通
算
参
加
者
は
延
べ

２
４
９
３
名
と
な
り
、
総
植
林
数

は
43
万
46
本
と
な
り
ま
し
た
。苗木が根付くよう祈りを込めて穴を掘る

記念碑をバックに笑顔の花が咲く

涙しながら別れを惜しむ日中の青年たち

地球への感謝を深めながら、日中の青年が協同して汗を流した

地
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「
地
球
倫
理
推
進
賞
」
の

贈
呈

「
第
21
回
地
球
倫
理
推
進
賞
」贈
呈
式

を
、
平
成
30
年
３
月
29
日
、
都
内
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
（
後
援
／
文
部
科
学

省
、
産
経
新
聞
社
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ
オ

局
37
社
）。
応
募
総
数
55
件
（
国
際
活
動
部

門
17
件
、
国
内
活
動
部
門
38
件
）
の
中
か

ら
、
厳
正
な
る
審
査
・
選
考
を
経
て
、
国

際
活
動
部
門
は
「
ム
リ
ン
デ
ィ
／
ジ
ャ
パ

ン
・
ワ
ン
ラ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
ル

ダ
シ
ン
グ
ワ
真
美
代
表
）、
国
内
活
動
部
門

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年

の
森
を
つ
く
る
会
」（
平
原
洋
和
会
長
）
を

表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
文
部
科
学
省

生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
・
丹
野
史

教
課
長
補
佐
か
ら
文
部
科
学
大
臣
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ル
ダ
シ
ン
グ
ワ
真
美
氏
は
、
語
学
留
学

の
際
に
、
内
戦
か
ら
逃
れ
て
い
た
ガ
テ
ラ

氏
よ
り
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
の
惨
状
を
聞

き
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
障
害
を
負
っ
た

人
々
へ
の
支
援
を
決
意
。
５
年
の
歳
月
を

費
や
し
日
本
で
義
肢
装
具
士
の
国
家
資
格

を
取
得
す
る
と
、
１
９
９
６
年
に
ル
ワ
ン

ダ
で
ガ
テ
ラ
氏
と
と
も
に
団
体
を
設
立
。

こ
れ
ま
で
に
延
べ
８
３
０
０
人
の
障
害
者

に
義
肢
装
具
・
杖
・
車
椅
子
な
ど
を
無
償

で
製
作
・
配
布
し
て
き
た
ほ
か
、
職
業
訓

練
の
実
施
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く

る
会
」
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
実
か
ら
芽
生
え

た
照
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹
す
る
活
動
を
実

施
。
宮
崎
県
に
流
れ
る
大
淀
川
の
水
質
改

善
と
流
域
の
森
林
再
生
を
め
ざ
し
、
１
株

５
０
０
円
で
「
ど
ん
ぐ
り
株
主
」
と
称
す

る
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
株
主

延
べ
13
万
人
に
支
え
ら
れ
、
国
有
林
な
ど

21
カ
所
62
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
約
15
万
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
に
「
ど
ん
ぐ

り
村
こ
ど
も
自
然
塾
」
を
開
設
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
体
験
行
事

の
提
供
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
５
１
２

名
が
出
席
。
記
念
講
演

で
は
、
両
団
体
が
取
り

組
み
と
成
果
お
よ
び
活

動
現
場
の
模
様
を
発
表

し
、
出
席
者
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

02

地
球
倫
理
の
推
進
に
、
実
践
面
で
貢
献

し
て
い
る
団
体
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

丸
山
奨
学
金
に
よ
る
支
援

平
成
30
年
度
も
「
丸
山
奨
学

金
」
２
０
０
万
円
を
中
国
内
蒙
古
大
学

（
57
名
）
に
支
給
し
ま
し
た
。
併
せ
て
３

カ
国
７
名
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
留
学
生
（
丸

山
奨
学
生
）
に
も
奨
学
金
総
額
５
５
０
万

円
を
支
給
し
、
勉
学
を
支
援
し
ま
し
た
。

丸
山
奨
学
生
は
将
来
日
本
と
の
学
術
・

文
化
な
ど
の
友
好
交
流
の
架
け
橋
と
し
て

期
待
さ
れ
る
人
材
で
あ
り
、
各
自
の
専

門
研
究
テ
ー
マ
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、

「
地
球
倫
理
」
を
富
士
高
原
研
修
所
で
体

験
学
習
し
、
日
本
の
精
神
文
化
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
教
育
支
援

基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）

「
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援
基
金
」
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
両
親
や
家
族
を

失
っ
た
遺
児
や
若
者
た
ち
の
勉
学
を
援
助

し
、
教
育
環
境
の
整
備
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
基
金
は
二
つ
の
分
野
へ
の

支
援
と
し
て
活
用
さ
れ
、
開
設
以
来
の
支

援
総
額
は
４
億
８
２
６
１
万
円
に
上
り
ま

す
（
平
成
30
年
８
月
31
日
現
在
）。

「
タ
グ
ボ
ー
ト
支
援
」

被
災
地
に
お
け
る
子
供
の
教
育
支
援
活

動
を
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象

と
し
た
支
援
で
す
。
平
成
23
年
11
月
よ
り

支
援
を
開
始
し
、
以
来
、
23
団
体
に
計

１
億
３
９
６
３
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
３
月
11
日
を
も
っ
て
寄
付
の
受

付
を
終
了
し
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
支

援
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

「
奨
学
サ
ポ
ー
ト
」

被
災
に
よ
る
経
済
悪
化
に
よ
っ
て
大
学

進
学
が
困
難
と
な
っ
た
高
校
３
年
生
を
対

象
に
、
①
入
学
支
度
金
②
授
業
料
③
生
活

費
を
給
付
。
返
済
義
務
の
な
い
奨
学
金
制

度
と
し
て
、
第
１
期
生
（
平
成
25
年
度
認

定
）
か
ら
第
４
期
生
（
28
年
度
認
定
）
ま

で
計
48
名
の
大
学
進
学
・
大
学
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
奨
学

金
総
額
は
３
億
４
２
９
８
万
円
で
、
そ
の

う
ち
平
成
30
年
度
は
６
３
７
７
万
円
を
給

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
期
と
２
期
生

の
う
ち
６
年
制
大
学
在
学
中
の
４
名
と
、

大
学
院
進
学
の
１
名
を
除
く
22
名
の
給
付

期
間
が
満
了
し
ま
し
た
。

海
外
お
よ
び
国
内
に
お
け
る
教
育
支
援

平成 30 年度 丸山奨学生（７名）

国籍 研究機関 研究テーマ

中国 大阪大学大学院 日本語複合動詞の成立条件

中国 東北大学 日本語動詞の派生機能

中国 オークランド大学 日本文学、ワールドビジネス

中国 神戸大学大学院 日本語・中国語の対照研究

中国 大阪大学大学院 近世の東照宮信仰に関する総合研究

カザフスタン 筑波大学 日本語教師の自律学習

イスラエル 大阪大学大学院 日本の製薬政策と規制改革

内蒙古大学で行なわれた贈呈式には丸山理事長も出席。
大学生一人ひとりに奨学金を贈呈した
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「
倫
理
経
営
模
範
企
業
」

を
育
成

台
湾
に
お
け
る
倫
理
経
営
の
認
知
度
を

高
め
る
た
め
、
倫
理
経
営
の
模
範
企
業
育

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
台
湾
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ	

Ｍ
Ｅ
化
粧
品
」（
社

員
２
５
０
名
）
は
、
台
北
市
で
倫
理
運
動

を
推
進
す
る
亜
細
亜
台
湾
企
業
倫
理
促
進

会
が
主
催
す
る
「
倫
理
経
営
模
範
企
業
育

成
研
修
」
を
受
講
し
、
日
常
の
基
本
動
作

で
あ
る
「
７
ア
ク
ト
」
の
体
得
と
自
社
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
活
力
朝
礼
の
創
造
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
同
社
は
平
成
29
年
６
月
か
ら

５
回
に
わ
た
り
講
義
や
朝
礼
実
習
を
受

講
。
そ
の
後
、
活
力
朝
礼
発
表
会
、
倫
理

経
営
研
修
を
経
て
、
平
成
30
年
３
月
、
第

１
号
と
な
る
倫
理
経
営
模
範
企
業
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

李り
り

琳あ
ん

媛り
ー

社
長
は
「
研
修
後
、
社
員
の
行

動
が
見
違
え
る
よ
う
に
変
わ
り
驚
き
ま
し

た
。
挨
拶
の
大
き
な
声
が
響
き
渡
り
、
多

部
署
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
く

な
り
、
仕
事
の
効
率
も
上
が
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
職
場
だ
け
で

な
く
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
整
理
整
頓
が
行
き

届
い
て
、
社
内
全
体
が
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
日
々
の
倫
理
実
践
の
重
要
性
や
有
効

性
を
社
員
一
人
ひ
と
り
が
噛
み
締
め
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
倫
理
経

営
の
手
応
え
を
語
り
ま
し
た
。（
関
連
記

事
19
頁
）

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人

会
」
設
立

平
成
29
年
11
月
５
日
、
南
米
初
と
な
る

倫
理
法
人
会
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人

会
」
の
設
立
記
念
式
典
が
、
チ
ボ
リ
・
モ

ハ
レ
ジ
ュ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催
さ
れ
、

日
本
か
ら
祝
福
に
訪
れ
た
９
名
を
含
め
94

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

両
国
の
国
歌
斉
唱
、
経
過
報
告
に
続
い

て
、
倫
理
研
究
所
丸
山
敏
秋
理
事
長
よ
り

須
郷
清
孝
会
長
に
設
立
認
可
書
、
マ
ヌ
エ

ル
幹
事
長
に
行
動
旗
、
全
役
職
者
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の

在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
国
総
領
事
館
の
高
元

次
郎
領
事
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
長
よ
り
祝
電
、
日
本
全
国
お
よ
び

米
国
、
台
湾
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
ま
し
た
。（
関
連
記
事
19
頁
）

「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ

倫
理
法
人
会
」
設
立

平
成
29
年
９
月
９
日
、
倫
理
研
究
所
Ｕ

Ｓ
Ａ
「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
倫
理
法
人

会
」
の
設
立
記
念
式
典
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
オ
レ
ン
ジ
郡
で
開
催
さ
れ
、
地
元

の
日
系
団
体
か
ら
大
勢
の
来
賓
が
参
集
、

日
本
の
会
友
９
名
を
含
め
95
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
丸
山
理
事
長
よ
り
ギ
ラ
ム
真

理
子
会
長
に
設
立
認
可
書
、
斎
藤
宏
幸
事

務
長
に
行
動
旗
が
手
渡
さ
れ
（
写
真
左
）、

全
役
職
者
に
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ギ
ラ
ム
会
長
は
謝
辞
で
「
異
国
の
地

で
は
文
化
、
商
習
慣
、
言
葉
の
壁
を
乗
り

越
え
る
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も

多
く
、
生
き
残
る
の
は
並
大
抵
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
当
会
が
設
立
で

き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
19
頁
）

認可書を掲げる須郷清孝会長（左）と、行動旗を掲げるマヌエル幹事長（右）

倫理経営模範企業の認定証を手にする李琳媛社長と内田文朗常任理事（写真中）
ヒロ大島理事長を筆頭に活気溢れる「亜細亜台湾企業倫理促進会」の会友（写真下）

亜細亜台湾企業倫理促進会では倫理経営の模範企業の育成に力を注いでいる

南
米
初
＆
米
国
第
２
の
倫
理
法
人
会
が
誕
生

台
湾
に
拡
が
る
倫
理
経
営
の
輪

0507 06



10活動トピックス 10活動トピックス11 ANNUAL REPORT11 ANNUAL REPORT

し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル

「
第
13
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
全
国
の
小
学
生

６
万
７
３
５
０
名
（
１
３
１
９
校
）
よ
り

応
募
が
あ
り
ま
し
た
（
後
援
／
文
部
科
学

省
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ
オ
局
37
社
）。

都
道
府
県
別
の
予
選
を
経
て
平
成
29
年

12
月
７
日
の
最
終
選
考
会
で
は
、
東
京
成

徳
大
学
教
授
・
青
栁
隆
志
氏
、
歌
人
・
加

藤
千
恵
氏
、
倫
理
研
究
所
参
事
・
大
木
千

鶴
子
氏
の
３
名
が
特
別
選
考
委
員
を
務

め
、
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
（
小
学
校
低

学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
の
部
）
の
３

名
、
特
選
20
名
、
入
選
３
５
９
名
、
佳
作

５
６
１
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
２
月
25
日
に
「
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
」（
東
京
・
虎
ノ
門
）
で
行
な
わ

れ
た
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
23
名
と
受
賞

者
の
家
族
お
よ
び
教
育
関
係
者
１
０
０
名

を
含
む
合
計
７
０
０
名
が
出
席
。
し
き
な

み
子
供
短
歌
賞
の
受
賞
者
３
名
に
は
、
文

部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課

課
長
補
佐
・
丹
野
史
教
氏
よ
り
、「
文
部

科
学
大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
受
賞
作
品

低
学
年
の
部
／
野
口
愛
翔
／
鹿
児
島
・
２
年
生

夕
が
た
の
ひ
こ
う
き
ぐ
も
の
そ
ら
の
し
た

じ
い
ち
ゃ
ん
の
ふ
ね
と
お
く
ゆ
れ
て
た

中
学
年
の
部
／
武
田
壮
矢
／
東
京
・	

４
年
生

お
母
さ
ん
か
が
み
を
み
て
よ
こ
わ
い
か
お

兄
弟
げ
ん
か
す
ぐ
や
め
る
か
ら

高
学
年
の
部
／
北
村
涼
香
／
東
京
・
５
年
生

し
か
ら
れ
て
バ
タ
ン
と
ド
ア
閉
め
家
を
出
る

通
学
路
の
色
い
つ
も
と
ち
が
う

伝
統
文
化
教
育
へ
の
取
り
組
み

表彰式では大きなスクリーンを用いて受賞者と短歌が紹介され、一人ひとりに表彰状が手渡された

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て

子
供
た
ち
の
国
語
力
を
養
い
、

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を

目
的
に
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。

左から「しきなみ子供短歌賞」「文部科学大臣賞」に輝いた野口さん、武田さん、北村さん

08

他
団
体
へ
の
寄
付
・
協
賛

平
成
30
年
２
月
６
日
、
丸
山

理
事
長
が
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
、「
伊
勢

神
宮
式
年
遷
宮
御
造
営
資
金
」
と
し
て

１
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
同
寄
付

は
、
平
成
８
年
に
丸
山
が
理
事
長
に
就
任

以
来
、
倫
理
研
究
所
と
し
て
毎
年
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
が
ん
研
究
の
領
域
に
お
い

て
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
学
者
・
研

究
者
に
対
す
る
学
術
賞
の
贈
呈
や
研
究
奨

励
助
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
「
公
益
財

団
法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
」「
豊
前

市
芸
術
文
化
振
興
事
業
協
賛
金
」
な
ど
へ

の
寄
付
・
協
賛
を
行
な
い
ま
し
た
。
同
癌

研
究
基
金
に
は
平
成
６
年
よ
り
、
豊
前
市

に
は
昭
和
63
年
よ
り
毎
年
寄
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

平
成
30
年
８
月
31
日
、
倫
理
研
究
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
、
①
デ
ザ
イ

ン
や
構
造
を
一
新
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も

利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

対
応
に
し
ま
し
た
。
②

情
報
へ
の
導
線
や
階
層

を
見
直
し
、ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
「
家
庭
倫
理
の

会
」「
倫
理
法
人
会
」
な

ど
の
会
員
活
動
や
、
海

外
展
開
、
富
士
高
原
研

修
所
セ
ミ
ナ
ー
案
内
な

ど
の
情
報
へ
ダ
イ
レ
ク

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
入
会
の
ご
案
内
、
Ｆ

Ａ
Ｑ
、
お
は
よ
う
倫
理

塾
会
場
一
覧
な
ど
、
倫

理
運
動
に
興
味
を
抱
か

れ
た
方
々
の
「
も
っ
と

知
り
た
い
」
と
い
う
声

に
応
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
し
ま
し

た
。
④
掲
載
情
報
の
保
護
・
管
理
を
強

化
す
べ
く
、
全
ペ
ー
ジ
に
「
Ｅ
Ｖ	
Ｓ
Ｓ

Ｌ
（Extended	Validation	Secure	

Sockets	Layer

）」
に
よ
る
保
護
を
実

装
し
ま
し
た
。

倫
理
普
及
の
後
方
支
援
と
し
て

パソコン、スマートフォン、タブレットに完全対応したホームページにリニューアル

伊勢神宮からの感謝状を拝受する丸山理事長

09

10

後藤元秀豊前市市長に目録を手渡す丸山理事長
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倫
理
意
識
調
査
の
実
施

現
代
社
会
に
お
け
る
自
己
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
社
会
と
の
関
係
性
を
把
握
す

る
た
め
、「
社
会
の
な
か
の
自
分
」
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。	

◇
調
査
企
画
／
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
フ
ェ
ロ
ー
海
野	

裕
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

◇
調
査
項
目
／
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

内
容
お
よ
び
形
成
要
因
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
に
関
す
る
志
向
性
、
世
論
・
社
会

的
風
潮
へ
の
同
調
や
反
応
、
古
今
東
西
の
倫

理
観
を
ま
と
め
た
「
倫
理
25
」
へ
の
共
感
度

な
ど

◇
調
査
対
象
／
全
国
15
歳
以
上
69
歳
以
下
の

男
女
９
６
０
名

各
種
研
究
会
の
開
催

　

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
に

関
す
る
研
究
会
（
２
回
）、
倫
理
文
化
の

専
門
的
研
究
に
関
す
る
研
究
会
（
４
回
）、

研
究
サ
ロ
ン
（
４
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
当
年
度
は
、
第
４
回
目
の
倫
理
文

化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
研
究
会
を
、

「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
第
２
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
と
し
て
、
８
月
24
日
～
25
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
。
全
体
テ
ー
マ

は
「
自
然
と
人
間
」
で
、
参
加
者
15
名
。

９
名
の
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
、
総
合
討

論
を
行
な
い
ま
し
た
。

研
究
成
果
の
発
信	

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
兵
庫

開
催
日

平
成
30
年
６
月
９
日

場
　
所

加
古
川
市
民
会
館

来
場
者
数
９
１
６
名

テ
ー
マ

日
本
文
化
再
発
見

︱
先
人
の
知
恵
に
学
ぶ
︱

研
究
発
表
①﹁
縄
文
か
ら
平
成
へ
︱
日
本
文
化
の

核
に
あ
る
も
の
﹂
丸
山
敏
秋

②﹁
知
ら
れ
ざ
る
和
食
﹂寛
ボ
ル
テ
ー
ル

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉

開
催
日

平
成
30
年
７
月
22
日

場
　
所

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

リ
リ
ア

来
場
者
数
１
０
６
２
名

テ
ー
マ

日
本
文
化
再
発
見

︱
先
人
の
知
恵
に
学
ぶ
︱

研
究
発
表

①﹁
縄
文
か
ら
平
成
へ
︱
日
本
文
化
の

核
に
あ
る
も
の
﹂
丸
山
敏
秋

②﹁
子
産
み
・
子
育
て
文
化
再
考
︱
受

け
継
が
れ
て
き
た
日
本
人
の
知
恵
と

﹃
こ
こ
ろ
﹄﹂
松
本
亜
紀

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

通
　
巻

第
27
号

発
行
部
数

１
５
５
０
部

掲
載
論
文

執
筆
者

テ
ー
マ

内
田
智
士

非
認
知
的
能
力
と
幸
福

松
本
亜
紀

妊
娠
期
の
夫
婦
関
係
が
出
産
体

験
に
及
ぼ
す
影
響

石
井
雅
之

ギ
リ
シ
ア
古
典
の
伝
統
に
お
け

る
忍
耐
の
代
表
的
人
物
像
と
プ

ラ
ト
ン
的
解
釈

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

「
夫
婦
有
別
」
か
ら
「
愛
情
プ

ラ
ス
分
業
」
へ

嚴オ
ム 

錫ソ
ギ
ン仁

元
田
永
孚
の
思
想
形
成
と
展
開

『
倫
理
』（
月
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。

通
　
巻

７
７
７
号
～
７
８
８
号

発
行
部
数

８
万
４
８
５
０
部

研
究
資
料
の
蒐
集
と
提
供

実
践
体
験
事
例
１
３
５
０
篇
、
研
究
論

文
２
４
１
篇
を
蒐
集
・
分
類
整
理
・
保
存

し
、
併
せ
て
教
育
・
普
及
・
出
版
の
各
部

門
の
要
望
に
応
じ
て
、
情
報
提
供
を
行
な

い
ま
し
た
。

倫
理
資
料
館
の
運
営
・
管
理

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
な

ら
び
に
倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

に
資
す
る
資
料
の
充
実
化
を
図
り
、
創
始

者
の
遺
品
蒐
集
・
保
存
に
努
め
ま
し
た
。

専
門
図
書
の
蒐
集

倫
理
・
道
徳
に
関
す
る
専
門
図
書
計

１
３
９
１
冊
（
新
刊
書
１
１
３
８
冊
・
古

書
２
５
３
冊
）、
丸
山
敏
雄
記
念
文
庫
１

冊
、
丸
山
竹
秋
蔵
書
56
冊
、
湯
浅
泰
雄
記

念
文
庫
１
冊
を
受
け
入
れ
、
分
類
・
整
理

し
ま
し
た
。

研
究
機
関
お
よ
び
研
究
者
と
の

交
流

「
日
本
家
庭
教
育
学
会
」「
人
体
科
学

会
」「
日
本
国
史
学
会
」
な
ど
諸
学
会
の

活
動
に
協
賛
し
、
専
門
家
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
道
徳
教
育
お
よ
び
家
庭
教
育

を
推
進
す
る
関
係
団
体
、
な
ら
び
に
そ
の

研
究
者
と
の
積
極
的
な
交
流
を
図
り
、
国

内
外
の
国
際
会
議
・
研
究
学
会
に
お
い
て

も
研
究
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

対
外
的
に「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３
年
目
と
な
る

研
究
部
門
で
は
、
研
究
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
、
純
粋
倫
理
と
日
本
文
化
を

中
心
と
す
る
研
究
を
推
進
・
実
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
定
期
刊
行
物
・
出
版
物
・
倫

理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
研
究

成
果
を
広
く
発
信
し
、
倫
理
の
普
及
・
教

育
・
出
版
に
資
す
る
知
的
資
産
の
拡
充
に

努
め
ま
し
た
。

研
究
の
方
向
と
重
点

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
を
積
極
的
に
推

進
し
、
純
粋
倫
理
の
体
系
化
な
ら
び
に

「
倫
理
文
化
学
」
の
構
築
を
め
ざ
す
研
究

を
行
な
い
ま
し
た
。

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

研
究
者

研
究
テ
ー
マ

内
田
智
士
利
他
性
と
協
調
、
公
共
財
形
成
問

題
と
道
徳
規
範
、
恩
送
り
の
ゲ
ー

ム
理
論
的
分
析
等
の
研
究

高
橋 

徹

人
間
の
進
化
と
は
何
か
に
関
す
る

研
究
、人
間
の
認
識
に
お
け
る
「
反

転
」
と
、
そ
の
状
態
を
さ
ら
に
反

転
す
る
方
法
等
の
研
究

寛 

ボ
ル

テ
ー
ル

日
本
の
伝
統
文
化
（
無
形
文
化
遺

産
）、
食
文
化
お
よ
び
物
質
文
化

の
研
究
・
調
査
を
通
し
て
、
日
本

文
化
の
特
質
と
神
髄
に
つ
い
て
考

察

松
本
亜
紀

出
産
や
育
児
に
付
随
す
る
身
体
技

法
の
変
容
に
つ
い
て
、
主
に
身
体

技
法
を
「
体
得
す
る
過
程
」
と
「
失

わ
れ
る
過
程
」
に
着
目
し
て
、
出

産
・
育
児
文
化
の
歴
史
的
変
遷
を

考
察

平
良 

直

沖
縄
米
軍
政
府
占
領
期
の
宗
教
施

策
に
関
す
る
研
究
、
お
よ
び
宗
教

教
団
の
信
仰
継
承
、
老
年
期
の
宗

教
的
ケ
ア
に
関
す
る
研
究

水
野
雄
司
主
に
「
村
岡
典
嗣
」
の
評
伝
選
（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
８
年
11

月
刊
行
）
の
執
筆

丸
山
貴
彦
教
育
方
法
と
し
て
の
身
体
性
に
関

す
る
考
察
、
中
国
の
「
天
真
園
」

に
お
け
る
太
極
文
化
の
伝
承
と
教

育
実
践
に
関
す
る
研
究

李イ 

致チ

億オ
ク

性
善
説
に
基
づ
く
人
間
の
本
性
と

感
情
に
関
す
る
研
究
、
特
に
孟
子

性
善
説
の
普
遍
妥
当
性
に
つ
い
て

検
討

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

家
族
倫
理
観
の
変
遷
を
切
り
口

に
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
中

思
想
交
流
の
実
情
を
調
査
・
研
究

倫理の研究と成果の発信

倫
理
の
研
究
と
成
果
の
発
信

倫理研究フォーラム in 兵庫では、丸山理事長【右】と寛ボルテール専門研究員【左】が研究発表。
トークでは、発表内容を確認しながら、 日本文化の再発見の必要性が再度提唱された
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12
月
に
開
催
し
、
若
手
人
材
の
育
成
に
努

め
な
が
ら
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催
へ
の

意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

開
催
回
数

１
６
６
８
回

参
加
者
数

１
万
３
７
２
９
名

お
は
よ
う
倫
理
塾

毎
朝
５
時
よ
り
全
国
各
地
で
開
催
し
、

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
純
粋
倫
理
の
学
習
な
ら
び
に
実
践
を

通
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
べ
く
、
相
互

研
鑽
、
相
互
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

開
催
会
場

５
０
８
カ
所

参
加
者
数

１
８
５
万
９
６
３
５
名

子
供
倫
理
塾

各
家
庭
倫
理
の
会
に
お
い
て
小
学
生
を

対
象
に
開
催
、
純
粋
倫
理
に
つ
い
て
や
さ

し
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
挨
拶
や
後
始

末
な
ど
「
５
ア
ク
ト
」
の
実
践
を
奨
励

し
、
純
粋
倫
理
を
基
本
と
し
た
生
活
習
慣

を
学
び
ま
し
た
。

開
催
回
数

８
２
２
回

参
加
者
数

５
２
９
６
名

シ
ニ
ア
弁
論
大
会

シ
ニ
ア
世
代
が
豊
富
な
人
生
経
験
と
、

純
粋
倫
理
の
学
び
と
実
践
に
よ
り
培
っ
た

信
念
を
披
歴
し
、
各
世
代
を
倫
理
で
つ
な

ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
家
庭
倫
理
の
会
単

位
ま
た
は
県
単
位
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
回
数

18
回

参
加
者
数

２
７
９
２
名

純
粋
倫
理
基
礎
講
座

全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
会
員
を
対
象
に

年
間
６
回
開
催
し
ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の

基
本
を
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
学
習
し
、

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
実
践
意
欲
を
高

め
ま
し
た
。

開
催
回
数

１
２
４
２
回

参
加
者
数

３
万
１
６
５
８
名

青
年
活
動

沙
漠
緑
化
の
植
林
活
動

平
成
30
年
４
月
29
日
～
５
月
５
日
、
中

国
・
内
蒙
古
自
治
区
恩
格
貝
ク
ブ
チ
沙
漠

で
植
林
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
日
本
か

ら
35
名
の
青
年
が
参
加
し
、
中
国
か
ら
も

７
大
学
68
名
の
大
学
生
が
参
加
。
ス
タ
ッ

フ
を
含
む
総
勢
１
１
０
名
が
地
球
倫
理
の

実
践
活
動
と
し
て
植
林
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、「
私
の
家
族
」
を
テ
ー
マ
に

日
中
青
年
混
合
で
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
開

催
し
、
国
や
文
化
を
越
え
て
家
族
の
大
切

さ
を
確
認
。
両
国
の
青
年
の
絆
を
深
め
ま

し
た
。（
関
連
記
事
４
頁
）

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
30
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、

「
ひ
ら
く
～
明
日
の
私
へ
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
全
国
４
カ
所
で
開
催
（
後
援
／
文

部
科
学
省
）。
青
年
実
行
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
大
会
を
運
営
し
ま
し
た
。
青
年
に

よ
る
弁
論
発
表
に
加
え
、
小
学
生
の
作
文

発
表
、
青
年
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
活
動
紹
介

な
ど
、
地
域
毎
に
特
色
を
前
面
に
押
し
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
況
を
呈
し
ま
し

た
。

開催日 開催会場 参加者数

6月 10日 南風原町立中央公民館黄金ホール（沖縄） 420

7月 8日 大阪ビジネスパーク円形ホール（大阪） 479

7月 15日 くまもと森都心プラザ（熊本） 502

7月 29日 ニッショーホール（東京） 574

合計 全国 4カ所 1,975

家庭倫理の普及

家
庭
倫
理
の
普
及

平
成
30
年
度
の
生
涯
局
は「
倫
理
」を
基
軸
と
す
る
健

全
な
家
庭
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
、
柔
軟
か
つ
堅

固
な
組
織
と
な
る
よ
う
、
会
員
が「
倫
理
」を
正
し
く

学
び
、
実
践
す
る
道
筋
の
再
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

家
庭
倫
理
の
会
は
「
家
庭
倫
理
講
演

会
」
と
「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
を
連
動
さ

せ
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
社
会
の

教
育
力
向
上
・
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
青
年
と
子
育
て
世
代
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
人
材
の

発
掘
・
育
成
に
力
を
入
れ
た
ほ
か
、「
子

育
て
発
表
大
会
」「
シ
ニ
ア
弁
論
大
会
」

の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
各
世
代
を
倫
理

で
つ
な
ぎ
、
ゆ
る
ぎ
な
い
倫
理
実
践
の
基

盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

家
庭
倫
理
講
演
会

「
と
も
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
全

国
の
家
庭
倫
理
の
会
で
開
催
（
後
援
／
文

部
科
学
省
）。
揺
る
ぎ
な
い
家
族
の
絆
を

育
む
た
め
の
夫
婦
・
親
子
の
あ
り
方
を
、

具
体
的
な
実
践
や
体
験
を
交
え
て
提
言
し

ま
し
た
。

開
催
会
場

１
８
９
カ
所

参
加
者
数

５
万
５
２
５
８
名

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

各
家
庭
倫
理
の
会
に
お
い
て	

①
妊
産

婦	

②
乳
幼
児
期
の
子
を
持
つ
親	

③
児
童

期
の
子
を
持
つ
親	

④
思
春
期
の
子
を
持

つ
親
を
対
象
に
開
催
し
、
子
育
て
に
悩
む

若
い
父
母
層
へ
の
純
粋
倫
理
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
お
世
話
役
で
あ
る
子

育
て
正
副
委
員
長
の
研
修
会
を
平
成
29
年

平成 29 年12 月に開催された「子育て正副委員長研修」に389 名が参加。子育て世代の絆を強化し、社会貢献へつなげることを誓い合った
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や
情
報
交
換
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

開
催
回
数

３
万
４
２
０
５
回

参
加
者
数

94
万
４
７
６
１
名

職
場
朝
礼
の
推
進

よ
り
よ
い
社
風
づ
く
り
と
社
員
の
資
質

向
上
を
め
ざ
し
て
、
活
力
溢
れ
る
職
場
朝

礼
を
推
進
し
ま
し
た
。
朝
礼
用
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
『
職
場
の
教
養
』
を
毎
月

２
０
０
万
部
発
行
し
た
ほ
か
、
朝
礼
研
修

に
力
を
注
ぎ
、
朝
礼
実
施
企
業
の
増
大
を

図
り
ま
し
た
。

朝
礼
研
修
実
施
回
数

１
４
５
回

参
加
者
数

２
４
５
３
名

後
継
者
倫
理
塾

企
業
の
未
来
を
担
う
後
継
者
の
育
成
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の
学

習
と
実
践
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
習

慣
と
豊
か
な
人
間
性
、
真
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
備
え
た
将
来
の
経
営
者
の
養
成

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

開
催
地

茨
城
・
新
潟
・
長
野
・
埼
玉
・
千
葉
・

東
京
・
神
奈
川
・
石
川
・
大
阪
・
福
岡
・

沖
縄

開
催
回
数
年
間
７
～
11
回

修
了
者
数
１
１
７
名

経
営
者
の
集
い

業
態
に
よ
り
「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
で
き
な
い
会
員
や
、
新

規
入
会
者
、
入
会
を
希
望
す
る
経
営
者
を

対
象
に
、
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
る
勉

強
会
を
各
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し

た
。

開
催
回
数

１
６
１
０
回

参
加
者
数

２
万
４
４
８
５
名

講
師
・
幹
部
の
養
成

純
粋
倫
理
の
深
い
理
解
と
実
践
力
の
強

化
・
向
上
の
た
め
に
、
役
職
者
お
よ
び
そ

の
候
補
者
を
対
象
に
、
継
続
し
て
「
倫
理

経
営
基
礎
講
座
」
を
各
会
で
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
経
営
者
の
集
い
」「
倫
理
経

営
講
演
会
」
に
お
け
る
事
業
体
験
報
告
者

の
話
力
向
上
の
た
め
「
事
業
体
験
報
告
者

研
修
」
を
開
催
。
さ
ら
に
、
倫
理
経
営
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
の
改
革
に
取
り
組

み
、「
倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研

修
」
を
富
士
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

な
ど
、
講
師
陣
の
指
導
力
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

開
催
回
数

２
回

参
加
者
数

１
９
５
名

事
業
体
験
報
告
者
研
修

開
催
回
数

２
回

参
加
者
数

１
２
５
名

「
倫
理
１
７
０
０
０
」

真
に
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
倫
理
経
営

を
顕
著
に
推
進
し
て
い
る
企
業
を
認
定
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
と
し
て
平
成
16
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
平
成
30
年
度
は
新
た
に
13

社
を
認
定
し
、
33
社
の
更
新
審
査
を
実

施
、
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

認
定
企
業
数

１
８
３
社

企業倫理の普及

企
業
倫
理
の
普
及

平
成
30
年
度
の
法
人
局
は
、
大
目
標
で
あ
る
会
員
企

業
数
10
万
社
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
体
制
の
構
築
を
め

ざ
し
、「
地
球
倫
理
の
推
進
」「
日
本
創
生
」を
旗
印
に
、

倫
理
経
営
の
堅
実
な
普
及
・
教
育
に
努
め
ま
し
た
。

倫
理
法
人
会
は
「
堅
実
な
普
及
活
動
に

よ
る
確
実
な
成
果
」
を
実
現
す
る
た
め
、

純
粋
倫
理
の
学
習
の
場
で
あ
る
「
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
や
各
種
研
修
・

セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
礎
教

育
を
徹
底
す
る
な
ど
、
倫
理
経
営
を
真
摯

に
伝
え
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
海
外
普
及
を
含
め
新
た
な
拠

点
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

倫
理
経
営
講
演
会

「
大
転
換
の
時
代
―
つ
ね
に
活
路
あ
り

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30
年
１
月
～
５

月
に
か
け
て
全
国
の
倫
理
法
人
会
で
開
催

し
ま
し
た
。
事
業
体
験
報
告
や
朝
礼
実
演

を
交
え
、
倫
理
経
営
の
重
要
性
や
、
職
場

に
英
気
と
活
力
を
も
た
ら
す
朝
礼
の
必
要

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
経
営
者
の
賛

同
を
得
ま
し
た
。

開
催
会
場

６
８
６
カ
所

参
加
者
数

７
万
４
６
９
１
名

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

毎
週
１
回
、
早
朝
に
全
国
の
市
・
区
単

位
の
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
朝
型
の
生
活
習
慣
を
体
得
す
る
と

と
も
に
、
各
界
で
活
躍
す
る
講
師
の
体
験

談
な
ど
を
聴
講
し
、
企
業
を
健
全
な
繁
栄

へ
と
導
く
倫
理
経
営
に
つ
い
て
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
同
士
の
交
流

全国で開催し、毎年好評を博している「倫理経営講演会」。倫理経営の重要性を各地域にアピールし、多くの経営者の賛同を得た
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海
外
の
普
及

台
湾

「
中
華
民
國
倫
理
研
究
学
会
」
へ
定
期

的
に
講
師
を
派
遣
し
、
普
及
活
動
・
幹
部

教
育
・
組
織
運
営
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
亜
細
亜
台
湾
企
業
倫
理
促
進
会
」

で
は
組
織
的
な
自
立
に
向
け
た
支
援
の
ほ

か
、
倫
理
経
営
の
模
範
企
業
の
育
成
に
取

り
組
み
、「
台
湾
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ	

Ｍ
Ｅ
化
粧
品
」

へ
第
１
号
の
「
倫
理
経
営
模
範
企
業
認
定

証
」
を
授
与
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ

「
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
の
会
」
へ

計
画
的
に
講
師
を
派
遣
し
、
組
織
運
営
の

強
化
と
普
及
力
の
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
書
道
・
短
歌
の
文
化
活
動
を
支
援
し

ま
し
た
。「
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
法

人
会
」
へ
講
師
を
派
遣
し
、
組
織
運
営
の

安
定
化
と
普
及
力
向
上
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
海
岸
清
掃
な
ど
を
通
し
て
地
球
倫

理
の
意
識
の
昂
揚
を
図
り
ま
し
た
。
平
成

29
年
９
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
倫

理
法
人
会
」
を
設
立
。
組
織
運
営
と
普
及

活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友
の
会
」
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
日
米
文
化
交
流

事
業
を
推
進
し
、
国
際
的
な
倫
理
情
報
の

発
信
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
邦
字
新
聞
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
Ｂ
Ｉ
Ｚ
』
に
、
毎
週
「
倫
理
経
営
」
に

関
す
る
記
事
３
頁
を
掲
載
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
中
心
に
全
米
の
日
系
人
に
倫
理
経
営

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル

「
ブ
ラ
ジ
ル
倫
理
の
会
」
へ
計
画
的
に

講
師
を
派
遣
し
、
組
織
運
営
と
普
及
力
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
11
月
に
「
サ
ン

パ
ウ
ロ
倫
理
法
人
会
」
を
設
立
。
組
織
運

営
と
普
及
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

中
国

「
倫
理
研
究
所
中
国
事
務
所
」（
北
京
）

を
拠
点
に
、
中
国
社
会
科
学
院
応
用
倫
理

研
究
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
諸
機
関
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
倫
理
普
及
と
学
術
交

流
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年

11
月
に
「
日
中
倫
理
交
流
30
周
年
の
集

い
」
を
北
京
で
開
催
し
ま
し
た
。

海
外
組
織
の
育
成
な
ら
び
に
国
情
に
応
じ
た
倫
理
普

及
を
展
開
し
、「
ア
ジ
ア
（
世
界
）
の
タ
グ
ボ
ー
ト
」

と
し
て
倫
理
道
徳
意
識
の
昂
揚
に
寄
与
し
ま
し
た
。

平成30年４月に倫理研究所を表敬訪問した中華民國倫理研究学会訪日団。訪問に先立ち、許
きょきんくん

欽熏理事長を団長とする
19 名は、富士教育センターのセミナーを受講。家庭倫理の会墨田区の「おはよう倫理塾」にも参加し交流を深めた
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書
道
や
短
歌
な
ど
の
文
化
活
動

秋
津
書
道
会

手
本
の
学
習
や
古
典
臨
書
に
よ
る
捨
我

の
実
践
と
、《
自
分
の
言
葉
を
書
く
》
作

品
づ
く
り
に
よ
り
個
性
の
発
揚
に
力
を
入

れ
る
な
ど
、
書
道
に
よ
る
実
践
を
通
し

て
、
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
、
生
活
の

浄
化
と
倫
理
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
公
共
施
設
を
会
場
と
し
た

書
道
展
や
「
初
め
て
の
書
道
教
室
」
な
ど

を
開
催
し
て
、
会
員
に
限
ら
ず
広
く
参
加

者
を
募
り
活
動
の
輪
を
拡
げ
ま
し
た
。

会
員
数

４
３
７
４
名

会
場
数

２
７
８
支
苑

月
刊
誌
﹃
秋
津
書
道
﹄ 

年
間
出
品
者
総
数

２
万
９
７
５
２
名

し
き
な
み
短
歌
会

短
歌
を
詠
む
実
践
を
通
し
て
、
純
粋
倫

理
の
学
び
を
深
め
、
生
活
の
浄
化
と
個
性

の
発
揚
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
倫
理
普
及

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
小

中
学
校
に
お
け
る
「
短
歌
教
室
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
公
共
施
設
で
開
催
す
る
「
初

め
て
の
短
歌
教
室
」
を
通
し
て
、
地
域
の

教
育
力
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
月
刊
誌

『
し
き
な
み
』
は
、
年
間
出
詠
者
総
数
が

短
歌
結
社
誌
で
は
17
年
連
続
で
最
多
と
な

り
ま
し
た
。

会
員
数

５
９
８
４
名

会
場
数

３
５
６
支
苑

月
刊
誌
﹃
し
き
な
み
﹄ 

年
間
出
詠
者
総
数

６
万
４
９
５
６
名

書道や短歌などの文化活動

小学校で行なわれた「短歌出前授業」で、子供たちは熱心に短歌づくりを学んだ
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会
員
対
象
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
を
対
象
に
開
催
し
ま

し
た
。
相
談
士
と
し
て
の
使
命
を
喚
起
し

つ
つ
、
自
己
の
課
題
に
取
り
組
む
実
習
を

行
な
い
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
４
組
︶
４
０
５
名

生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
る
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
ま
ご
こ
ろ
実
践
20
」

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
基
軸
に
、
実
践
時

の
心
に
焦
点
を
当
て
た
講
座
・
実
習
を
展

開
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
７
組
︶
７
４
７
名

特
別
セ
ミ
ナ
ー

創
立
70
周
年
お
よ
び
創
始
者
生
誕

１
２
０
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
映
像
全

８
章
の
鑑
賞
と
解
説
を
メ
イ
ン
に
、
倫
理

運
動
の
草
創
期
と
そ
の
時
代
背
景
を
史
実

に
基
づ
き
学
修
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
２
組
︶
２
１
０
名

企
業
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

集
団
行
動
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

形
成
と
徹
底
し
た
自
己
凝
視
を
図
り
ま
し

た
。
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
を
脱
し
て
行
な
う

相
互
研
鑽
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
、
倫

理
経
営
の
実
践
力
向
上
を
め
ざ
し
て
講

座
・
実
習
を
展
開
し
ま
し
た
。
初
参
加
者

が
受
講
者
数
の
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
９
組
︶
１
０
４
４
名

社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

幹
部
社
員
・
一
般
社
員
を
対
象
に
、
自

社
に
お
け
る
「
活
力
朝
礼
」
の
積
極
的
な

運
営
方
法
や
、
日
常
業
務
の
改
善
・
向
上

の
原
動
力
と
な
る
恩
意
識
の
深
化
を
主
軸

に
講
座
と
実
習
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
６
組
︶
２
７
４
名

新
入
社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
、
挨
拶
や
後
始
末
な
ど
の
日
常
生
活

で
の
基
本
動
作
の
体
得
を
め
ざ
し
な
が

ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
を
体
感
す
る
講

義
・
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者
の
活

力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
学
生
気
分
の
一

掃
を
図
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
３
組
︶
３
１
５
名

自
主
企
画
セ
ミ
ナ
ー

国
内
外
の
倫
理
法
人
会
会
員
企
業
が
、

１
社
単
独
で
企
画
・
実
施
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
を
11
組
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

日
常
の
業
務
に
お
け
る
処
理
力
の
向
上
と

改
善
に
直
結
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
11
組
︶
４
６
０
名

倫理を学ぶ多彩なセミナー

倫
理
を
学
ぶ
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
富
士
高
原
研

修
所
に
お
い
て
、
家
庭
倫
理
の
会
の
会
員

を
対
象
と
し
た
「
生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
」、

倫
理
法
人
会
の
会
員
企
業
の
経
営
者
や

社
員
を
対
象
と
し
た
「
企
業
倫
理
セ
ミ

ナ
ー
」、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
、
４
４
１
２
名
の
受
講

者
が
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
、
実
践
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
は
「
学
び
・
遊
び
・
躾
」、
保

護
者
は
「
こ
ど
も
を
信
じ
る
」
を
テ
ー
マ

に
学
修
し
ま
し
た
。
富
士
山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
親
子
で
行
な
う
実
習

や
、
施
設
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
伸
び
伸
び
と
過
ご
し
な
が
ら
、
子
供
の

自
立
心
や
協
調
性
を
養
う
実
習
を
行
な
い

ま
し
た
。（
平
成
30
年
７
～
８
月
開
催
）

参
加
者
数
︵
６
組
︶
２
４
４
名

中
学
生
・
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
講
義
の

ほ
か
に
富
士
宝
永
登
山
や
チ
ー
ム
創
作
発

表
会
（
即
興
芝
居
）
な
ど
の
実
習
を
通
し

て
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
や
自

分
の
意
思
を
は
っ
き
り
相
手
に
伝
え
る
こ

と
、
ど
ん
な
人
と
も
協
力
し
合
う
心
の
大

切
さ
な
ど
を
体
験
的
に
学
修
し
ま
し
た
。

（
平
成
30
年
８
月
開
催
）

参
加
者
数

68
名
︵
中
学
生
37
・
高
校
生
31
︶

「小学生親子セミナー」では、豊かな自然環境を最大限に活かした施設で、子供たちは伸び伸びと倫理を学んだ
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『
し
き
な
み
』

短
歌
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
体
得
を

め
ざ
す
「
し
き
な
み
短
歌
会
」
会
員
の
毎

月
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、
歌
境
向
上

に
資
す
る
内
容
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

出
詠
者
数
６
４
０
０
名
の
短
歌
誌
で
す
。

通
　
巻

８
５
８
号
～
８
６
９
号

発
行
部
数

８
万
５
０
０
０
部

隔
月
刊
誌

『
倫
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

倫
理
法
人
会
会
員
各
位
が
、
事
業
経
営

お
よ
び
倫
理
法
人
会
活
動
に
お
い
て
高

い
意
識
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
倫
理
経
営

の
要
点
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
や
法
人
局
の

方
針
と
連
動
し
た
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
。

通
　
巻

１
２
８
号
～
１
３
３
号

発
行
部
数

57
万
１
０
０
０
部

月
刊
紙

『
倫
研
新
報
』

倫
理
研
究
所
の
主
要
事
業
・
行
事
お
よ

び
、
全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
、
倫
理
法
人

会
、
海
外
の
活
動
の
報
告
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。
主
な
記
事
と
し
て
は
、「
家
庭

倫
理
講
演
会
」「
お
は
よ
う
倫
理
塾
」「
子

育
て
正
副
委
員
長
研
修
」「
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
の
家
庭
倫
理
の
会
の
諸
行
事

や
、
会
員
社
数
全
国
７
万
社
達
成
に
向
け

た
倫
理
法
人
会
の
諸
活
動
、
オ
レ
ン
ジ
カ

ウ
ン
テ
ィ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人
会
設

立
記
念
式
典
、
台
湾
で
行
な
わ
れ
た
役
職

者
研
修
と
企
業
倫
理
講
座
な
ど
を
紹
介
。

対
外
活
動
と
し
て
は
、
沙
漠
緑
化
活
動
や

「
倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
第
13
回
し

き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

「
第
21
回
地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」「
り

ん
り
ん
基
金
奨
学
生
レ
ポ
ー
ト
」
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

通
　
巻

７
２
２
号
～
７
３
３
号

発
行
部
数

１
４
９
万
９
５
０
０
部

書
籍

新
刊
本

『
と
も
に
生
き
る
』　	

丸
山
敏
秋
著

月
刊
誌
『
新
世
』
連
載
の
「
新
世
言
」

の
中
か
ら
33
篇
を
抜
粋
し
、
夫
婦
、
親

子
、
家
族
を
は
じ
め
、
地
域
や
社
会
と
人

と
人
が
つ
な
が
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
示

し
ま
し
た
。（
家
庭
倫
理
講
演
会
・
倫
理

経
営
講
演
会
推
薦
図
書
）

『
親
が
変
わ
る	

子
供
も
変
わ
る
』

　

														　
倫
理
研
究
所
編

倫
理
Ｑ
＆
Ａ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
幼

児
か
ら
小
中
学
生
の
子
を
持
つ
親
の
相

談
（
計
24
本
）
に
つ
い
て
、『
万
人
幸
福

の
栞
』
第
６
条
「
子
女
名
優
」
を
核
に
回

答
し
て
い
ま
す
。

（
家
庭
倫
理
講
演
会
推
薦
図
書
）

出版物の刊行

出
版
物
の
刊
行

定
期
刊
行
物

月
刊
誌

『
新
世
』

生
涯
学
習
総
合
誌
と
し
て
、
夫
婦
、
親

子
、
嫁
姑
、
職
場
の
人
間
関
係
を
円
滑
に

し
、
よ
り
良
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
記

事
を
掲
載
。
各
世
代
の
読
者
層
に
純
粋
倫

理
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

人
生
の
指
針
と
な
る
丸
山
理
事
長
の

巻
頭
論
文
「
新
世
言
」、『
万
人
幸
福
の

栞
』
十
七
カ
条
を
基
盤
と
し
た
「
明
日
へ

の
エ
ー
ル
」、
子
女
名
優
の
視
点
に
よ
る

「
わ
く
わ
く
子
育
て
親
育
ち
」、
次
世
代
に

残
し
た
い
全
国
各
地
の
伝
統
や
文
化
を
カ

ラ
ー
で
紹
介
す
る
「
美
し
き
あ
き
つ
し

ま
」
な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
記
事
の
ほ
か
、

毎
号
の
「
特
集
」
で
は
、
社
会
の
時
流

に
添
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
実
践
の
軌
跡
」
で
は
、
主
に
子
育
て
、

疾
病
、
夫
婦
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
、

事
業
経
営
に
関
す
る
手
記
を
掲
載
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
ま
し
た
。

通
　
巻

８
４
０
号
～
８
５
１
号

発
行
部
数

１
９
４
万
５
７
０
０
部

『
倫
理
』

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

７
７
７
号
～
７
８
８
号

発
行
部
数

８
万
４
８
５
０
部

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

第
27
号

発
行
部
数

１
５
５
０
部

『
職
場
の
教
養
』

多
岐
に
わ
た
る
話
題
・
事
例
を
題
材
と

し
て
、
職
場
人
と
し
て
の
行
動
指
針
を
提

供
し
ま
し
た
。
朝
礼
で
の
活
用
を
通
じ
て

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
職
場
や
家
庭
で
実

行
で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
文
章
表

現
に
留
意
し
ま
し
た
。

通
　
巻

５
０
１
号
～
５
１
２
号

発
行
部
数

２
４
２
５
万
部

『
秋
津
書
道
』

「
秋
津
書
道
会
」
の
創
設
者
・
丸
山
敏

雄
の
書
を
学
ぶ
会
員
の
相
互
研
鑚
の
場
と

し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
各
々
の

書
境
向
上
に
資
す
る
内
容
の
提
供
に
努
め

ま
し
た
。

通
　
巻

７
７
６
号
～
７
８
７
号

発
行
部
数

６
万
６
３
５
０
部

倫
理
運
動
の
普
及
推
進
に
資
す
る
出
版
物
の
刊
行
を

各
部
門
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
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新
装
丁
版

『
万
人
幸
福
の
栞
』（
小
判
）

丸
山
敏
雄
著

表
紙
を
黒
か
ら
キ
ャ
メ
ル
、
ピ
ン
ク
、

ロ
ー
ズ
、
パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
、
ソ
フ
ト
ブ

ラ
ッ
ク
の
５
色
に
刷
新
し
、
総
ル
ビ
（
振

り
仮
名
）
を
改
め
、
独
特
の
読
み
方
や

読
み
に
く
い
漢
字
に
の
み
ル
ビ
を
振
り

ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
を
開
い
た
と
こ

ろ
に
、
斉
唱
用
と
し
て
十
七
カ
条
の
ペ
ー

ジ
を
設
け
ま
し
た
。

手
帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー

「
実
践
手
帳
２
０
１
９
」

新
作
の
「
爽
や
か
な
グ
リ
ー
ン
」
と
と

も
に
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
華
や
か
な
ピ

ン
ク
」（
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
変
更
）
を
発

売
。
週
間
予
定
の
上
部
に
は
、
既
刊
書
籍

よ
り
、
純
粋
倫
理
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
セ
レ

ク
ト
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

販
売
部
数

１
万
５
９
５
部

「
２
０
１
９
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー

今
日
の
道
し
る
べ
」

31
日
分
の
標
語
と
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
で
、
毎
日
の
倫
理
実
践
を
促
し
ま

し
た
。

販
売
部
数

15
万
１
８
６
３
部

組織概要
名　称　　一般社団法人倫理研究所
英文名称　RINRI	Institute	of	Ethics
理事長　　丸山敏秋
常任理事　前川朋廣／徳江秀雄／内田文朗
理　事　　11名
監　事　　２名
職　員　　151名　
所在地　　〒102−8561
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-5
　　　　　TEL	03-3264-2251　FAX	03-3239-7431
創　立　　1945 年 9月3日（倫理運動創始の日）
　　　　　1948 年10月30日に社団法人設立許可
　　　　　2013 年 9月2日に一般社団法人へ移行
目　的　　倫理の研究並びに実践普及により、生活の
　　　　　改善、道義の昂揚、文化の発展を図り、
　　　　　もって民族の繁栄と人類の平和に資する。
事　業　　1.社会教育事業
　　　　　2.研究事業
　　　　　3. 出版・広報事業
　　　　　4.文化事業
　　　　　5. 地球倫理推進事業
ホームページ		https://www.rinri-jpn.or.jp

組
織
概
要

会員の構成
会員は倫理研究所の趣旨に賛同し、
倫理運動に参加する意志のある個人と法
人によって構成されています。個人会員
の組織を「家庭倫理の会」、法人会員の
組織を「倫理法人会」と称します。ほか
に文化芸術活動を行なう「秋津書道会」
「しきなみ短歌会」があります。

会員数（公称 /2018 年 8 月末現在）

家庭倫理の会 150,000 名
倫理法人会 67,000 社
秋津書道会 4,300 名
しきなみ短歌会 6,000 名

会費（月額）

個人 500 円
賛助 1,000 円
協賛 3,000 円
特別賛助 10,000 円
法人 10,000 円（１口）

秋津 会員  1,500 円
　〃　　（ジュニア会員） 800 円
しきなみ 会員 1,000 円
　〃　　（ジュニア会員） 500 円

創始者・丸山敏雄
1892（明治 25）年５月５日、福岡県豊前市生まれ。広島高等師範学校を卒業し、師範学校などの教諭
として奉職。37 歳で広島文理科大学に入学。日本の精神文化、歴史を探究するとともに、書道や短歌な
ど芸術分野でも研鑽を積む。1938（昭和13）年に「秋津書道院」、1946（昭和 21）年に「しきなみ短歌
会」を創設。さらに、長年にわたる宗教や道徳などの研究を土台に、自らの実践、体験を積み上げながら、
「人間生活のすじみち」を研究し続け、それを純粋倫理と名づけた。その後、数多くの論文を発表しなが
ら純粋倫理を体系づけることに力を注ぐ。
1945（昭和 20）年に倫理運動を興し、翌年、「新世
文化研究所」（現・倫理研究所）を創立。自ら陣頭に立
ち、一人でも多くの人に純粋倫理を伝えるべく、教育や
講演、研究、執筆に身命を賭す。『万人幸福の栞』『無
痛安産の書』『人類の朝光』など著書多数（すべて新世
書房刊）。
1951（昭和 26）年12月14日逝去。
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小さな出来事でもそこに「意味」を感じたなら、すなおに受け止め、
己を省みる。 （『純粋倫理入門』34頁）小さな出来事にも「意味」がある
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沿革
1945 年
1946 年
1947 年
1948 年
1949 年
1951 年

1966 年
1967 年
1973 年
1980 年
1985 年

1986 年
1987 年
1989 年
1990 年
1992 年
1995 年

1996 年
1998 年

1999 年

2000 年
2001 年
2004 年

2005 年

2006 年
2007 年
2008 年
2009 年
2010 年
2011 年

2013 年
2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

丸山敏雄、論文「夫婦道」起稿。倫理運動を創始。
「新世文化研究所」設立（初代所長、丸山敏雄）。
「新世会」設立。
「新世会」が社団法人の許可を受ける。
「朝の集い」開始（上野、神田、銀座、市川）。
「新世会」を「倫理研究所」と改称。丸山敏雄逝去。
丸山竹秋、理事長に就任。
富士高原研修所竣工。
中日支所設立、支所体制がスタート。
アメリカ・ロサンゼルスに拠点開設。
千葉県に第1号の倫理法人会発足。
丸山竹秋が「地球倫理の推進」を提唱（創立40
周年記念大会にて）。
中華民国（台湾台中市）に拠点開設。
第1回日中実践倫理学討論会開催。
丸山竹秋、藍綬褒章受章、社会教育功労者表彰。
倫理法人会1万社達成記念大会開催。
丸山敏雄生誕 100 年記念大会開催。
創立 50 周年記念大会開催。丸山竹秋が地球倫
理推進の運動方針「アジアのタグボート」を発表。
丸山敏秋、理事長に就任。
第1回地球倫理推進賞贈呈式開催。
倫理資料館竣工。
創立 55周年記念中国クブチ沙漠「地球倫理の森」
創成事業スタート。丸山竹秋逝去。
ブラジル・サンパウロに拠点開設。
新富士高原研修所グランドオープン。
個人会員組織を「支所」から「家庭倫理の会」に
改称。「朝の集い」を「おはよう倫理塾」に改称。
創立 60 周年記念式典、青年フォーラム21全国
大会開催。
第1回しきなみ子供短歌コンクール表彰式開催。
倫理法人会５万社達成記念大会開催。
第1回日中青年沙漠緑化交流開催。
「地球倫理の森」創成10周年記念大会開催。
日中実践倫理学討論会 2010 開催。
富士教育センターオープン45周年記念式典開催。
グランドデザイン完成。
一般社団法人へ移行。
教育再生フォーラム、地球倫理の森創成15周年
記念式典開催。長年の沙漠緑化活動が「第６回
中国環境発展要人フォーラム」で表彰される。
「地球倫理の森ウランブハ」創成事業スタート。
教育創生フォーラム開催。創立 70 周年記念全国
青年弁論大会、日本創生フォーラム開催。
倫理法人会全国代表者大会開催。台湾に亜細亜
台湾企業倫理促進会設立。本部移転。
南カリフォルニア倫理法人会設立。富士教育セン
ター開設 50周年記念式典開催。
オレンジカウンティ倫理法人会設立。

サンパウロ倫理法人会設立。

主要施設

倫理研究所（本部）
倫理運動推進の本部として、研究・普及・教育・企画・出
版・広報などの各種業務を行なっています。
〒102-8561
東京都千代田区紀尾井町4-5

富士教育センター
純粋倫理の理論的・
実践的学習の場とし
て、小学生から成人ま
でを対象にした各種セ
ミナーを行なっていま
す。センター内には、
富士高原研修所・富士倫理学苑・富士万葉植物園・丸
山敏雄記念館があります。
〒412-0008
静岡県御殿場市印野1383-9

天和会館
倫理運動の創始者・
丸山敏雄の生家（2006
年復元）に隣接した会
館。主に倫理研究所
の研修施設として活用
されています。

〒828-0081
福岡県豊前市大字天和 392

倫理資料館
創始者の遺品・遺墨、
倫理・道徳に関する専
門図書のほか、倫理
運動史料や記録など
の蒐集・保存整理を行
なっています。
〒180-0022
東京都武蔵野市境 5-6-25
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1
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米国 台湾

海外の拠点

台湾米国

海外の拠点

都道府県別拠点数（2018年8月末現在）
日本全国に205の家庭倫理の会があります。

都道府県別拠点数（2018年8月末現在）
日本全国に706の倫理法人会があります。
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